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（５）馬術競技 
 

１ 期  日  令和３年７月１０日（土）・１１日（日） 

 

２ 会  場  古賀市 

（１） 競技会場  福岡県馬術競技場 

（２） 練習会場  同 上 

 

３ 種別及び参加人員 

 人数及び頭数 参加人員 参加馬数 

区 分  １県あたり 合 計 １県あたり 合 計 

監督（ホースマネージャー） ２×（８）  １６  

選 

手 

個 人 

成年男子 ３×（８）  ２４ 

 ７×（８）  ５６ 
成年女子 ２×（８）  １６ 

少  年 ３×（８）  ２４ 

団 体 少  年 ３×（８）  ２４ 

合      計 １３×（８） １０４  ７×（８）  ５６ 

 （注） ・監督（ホースマネージャー）２名のうち１名はホースマネージャーとする。 

・監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができるが各種別１名以下とする。 

     ・予備選手は、各種別（成年男子、成年女子、少年）にそれぞれ２名登録することができる。 

     ・予備馬は、１県３頭とする。 

 

４ 競技日程並びに競技種目及び実施要項 

【 第１日 ７月１０日（土） 】 ７：００～ 

競 技 種 目 実 施 要 項 

第 １ 競 技 成年男子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第 ２ 競 技 成年女子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第３－１競技 
成年男子国体総合馬術競技

（ 馬 場 馬 術 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。ＦＥＩ総合馬術競

技・馬場馬術課目ツースターＢを実施する。 

第 ４ 競 技 少年馬場馬術競技 
日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人を実施する。 

第 ５ 競 技 
成年男子スピードアンド 

ハンディネス競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用する。 

高さ１．３０ｍ以下、幅１．５０ｍ以下、１２障害以内、全長約

６５０ｍ以内とする。 

第 ６ 競 技 

 

少年標準障害飛越競技 

 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適用

する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．５０

ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内

とする。 

第 ７ 競 技 成年女子二段階障害飛越競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 ２７４条５．３を適用する。高

さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、速度３５０ｍ／分、全長

約６００ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

第８－１競技 
少年団体障害飛越競技 

（ １ 回 戦 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１０障害以内、速度３

５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内とする。 
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【 第２日 ７月１１日（日） 】 ８：００～ 

競  技  種  目 実 施 要 項 

第３－２競技 
成年男子国体総合馬術競技 

（ 障 害 飛 越 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、障害数１０～１１/

最大飛越数１４以内、速度３５０ｍ／分、全長約６００ｍ以内

とする。 

第 ９ 競 技 

 

成年男子トップスコア競技 

 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ０．９０～１．５０ｍ、幅１．８０ｍ以下、１０障害以内、

規定時間６０秒とする。 

第１０競技 成年女子標準障害飛越競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適

用する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．

５０ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００

ｍ以内とする。 

第１１競技 
少年スピードアンド 

ハンディネス競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用す

る。高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１２障害以内、

全長約６５０ｍ以内とする。 

第８－２競技 
少年団体障害飛越競技 

（  準  決  勝  ） 
（ １ 回 戦 と 同 じ ） 

第８－３競技 
少年団体障害飛越競技 

（  決    勝  ） 
（ １ 回 戦 と 同 じ ） 

 

５ 人馬の参加資格 

  第７６回国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）選手は、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者資格Ｂ級以上の取得者であること。ただし、少年種

別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の資格がない場合は、日本馬術連盟の会員であることのほか、

参加県の馬術連盟会長が発行する技能証明書を日本馬術連盟会長宛に提出すること。なお、少年種別に参

加する選手には２００６年４月２日から２００７年４月１日までの間に生まれた中学３年生を含むもの

とする。 

（２）大学生の所属は、居住地及び出身校所在地の２か所いずれかとする。 

（３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

（４）馬匹は、参加県を重複して出場することができない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チームに提供

する馬匹をのぞく。 

（５）本大会に出場する選手は、ブロック大会に必ず登録していること。 

（６）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認馬術コーチ１、公認馬術

コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。 

（７）第７６回国民体育大会実施要項総則５の『（２）ア ブロック大会に参加する都道府県は、内国産馬を１

頭以上含めること。』については、本大会のとおり個人競技に５頭以上出場する場合、必ず１頭以上内国

産馬を出場させなければならない。なお、乗馬の変更がある場合も同様とする。また、個人競技に５頭以

上出場する場合は、予備登録馬に内国産馬を登録することが望ましい。 

 

６ 競技規程 

（１）この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

（２）申込後の選手の変更は、登録選手内で監督会議までに文書で申請すること。馬の変更については、予備登

録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請すること。その出場の可否は、監督会議で決定

する。追加申請は認めない。 

（３）団体障害飛越競技は、参加県が１頭馬匹を用意し、その前段に乗ることとする。団体障害飛越競技メンバ

ーは、３名の登録した選手の内２名で行う。 

「順位決定」 ・３、４位は準決勝における提供馬の成績による。 

・５～８位は１回戦における提供馬の成績による。 

（４）選手は、個人競技と団体競技に重複して出場することができる。 
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（５）個人競技では、１頭が合計５種目まで出場できる。 

１県が同一競技で出場できる数は、馬場馬術が１人馬、障害競技と国体総合馬術競技は２人馬以内と 

する。 

（６）個人競技では、全種目を通じて出場は１人１種目１回、１人２種目までとする。団体障害飛越競技は 

枠外とする。 

（７）選手及び馬匹は、同一種目に１回限りしか出場できない。 

（８）乗馬服はＦＥＩ規定を適用する。キュロットは男性、女性とも白またはオフホワイトとし、男性のネクタ

イは白、また女性はチョーカーを着用とする。（ＦＥＩ規定を適用）障害飛越競技の場合は、必ず固定式

顎紐付き乗馬用防護帽を着用すること。 

なお、ブロック大会では所属する県名を明記しなくてもよいが、本国体では服装に必ず明記すること。 

（９）天候による上着の着用の有無は、競技審判団の決定による。 

 

７ 総合成績決定方法 

（１）各種目に次のとおり競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその競技得点を共有し、次の順位を欠位

とする。 

・１位＝８点     ・２位＝７点     ・３位＝６点      ・４位＝５点 

・５位＝４点     ・６位＝３点     ・７位＝２点      ・８位＝１点 

（２）総合成績は、各県ごとに競技得点を合計し、その得点の多い順に決めるが、同点の場合は当該県の３位に

達しなかった成績を比較し、上位の種目をもっている県を上位とする。 

 

８ 表  彰 

  総合成績及び各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

９ 九州地区より本大会に出場できる人馬及び競技種目 

  ・監督及びホースマネージャー  １６人（２人×８県） 

  ・選     手        ３８人（個人競技３６人＋団体競技２人） 

  ・馬     匹        ２７頭（個人競技２５頭＋団体競技２頭） 

  ・出  場  枠  数        ７８ （個人競技７６＋団体競技２） 

 

10 本大会の決定方法 

（１）総合成績上位より、次の表の範囲内でその実績を割り当てる。 

（２）個人競技種目の各種目の優勝県に本大会出場の優先権を与える。 

（３）少年団体障害競技の優勝県及び２位の県に本大会出場の優先権を与える。 

（４）馬場馬術競技の優勝県は、当該馬場馬術種目への本大会出場を必須とし、出場なき場合、当該出場権利

は消滅し、その権利を他の種目へ換えることはできない。 

（５）出場競技種目に何らかの理由で空白が生じた場合、総合成績上位順位に権利を獲得できる。（監督及びホ

ースマネージャーを含む） 

総合成績順位 
個   人 団 体 （少年） 

選 手 数 馬 匹 数 選 手 数 馬 匹 数 

１ 位 ８ 人 ５ 頭 ２ 人 １ 頭 

２ 位 ７ 人 ５ 頭  １ 頭 

３ 位 ６ 人 ４ 頭   

４ 位 ５ 人 ３ 頭   

５ 位 ４ 人 ３ 頭   

６ 位 ３ 人 ２ 頭   

７ 位 ２ 人 ２ 頭   

８ 位 １ 人 １ 頭   

合 計 ３６ 人 ２５ 頭 ２ 人 ２ 頭 

九州ブロックの本国体出場数 
成年男子 成年女子 少年 計 

１３人 １１人 １４人（１２人＋２人） ３８人 
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11 参加申込方法 

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県スポ

ーツ協会を通じて、令和３年６月１８日（金）までに申込手続きを完了すること。 

（２）申込後の人馬の変更 

ア 申込後は、人馬の変更をしない。ただし、申込みと同時に、予備登録選手を各種別（成年男子、成年

女子、少年。ただし、団体障害飛越競技を除く。）に各々２名登録でき、予備馬を 1県３頭登録でき

る。 

イ 申込後の人馬の変更は、大会総則１０（３）により、監督会議までに文書で申請する。 

馬の変更は、予備登録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請する。 

その出場の可否は、監督会議で決定する。追加申請は認めない。 

 

12 参加上の注意 

（１）個人競技の出場順番は、担当県が抽選によって決定する。 

（２）団体障害飛越競技の組合せは、各県代表者による抽選で決定する。 

（３）団体障害飛越競技に出場する県は、使用馬匹 1頭を提供するものとする。 

（４）馬匹の入厩は、令和３年７月８日（木）午前９時からとする。 

ア 入厩時に、乗馬登録証及び馬匹健康手帳を事務局に提出するものとする。 

・日本脳炎及び馬インフルエンザの予防接種は法に基づき実施し、獣医師の証明があること。 

また、過去に基礎及び補強を実施し、以降、毎年補強が実施されていなければならない。 

所定のとおり実施していない馬匹については、入厩できない。 

イ 退厩時には、馬房掃除を行い、係員の確認を受けること。 

（５）馬糧等の支給斡旋はしない。 

（６）輸送費は補助しない。 

（７）参加人馬の事故に対しては、応急手当はするが、主催者はその責任を負わない。 

 

13 熱中症対策について 

 （１）避暑用のテントを設置し、休憩場所を準備する。 

 

14 そ の 他 

（１） 監督会議 

・日 時  令和３年７月 ９日（金） １６：００～ 

・会 場  福岡県馬術競技場 研修室 

（２） 表彰式・閉会式 

・日 時  令和３年７月１１日（日） 競技終了後 

・会 場  福岡県馬術競技場 研修室 
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第７６回国民体育大会馬術競技種目別九州ブロック出場枠一覧 
 

 

種別 競技種目 出場枠 
出場権枠 

1 2 3 4 

成 

年 

男 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② スピードアンドハンディネス競技 4     

③ ダービー競技 4     

④ 国体総合馬術競技 4     

⑤ 六段障害飛越競技 4     

⑥ トップスコア競技 4     

⑦ 馬場馬術競技 2     

⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 28 

成 

年 

女 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② 二段階障害飛越競技 4     

③ トップスコア競技 4     

④ ダービー競技 4     

⑤ 馬場馬術競技 2     

⑥ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 20 

 ① 標準障害飛越競技 4     

 ② スピードアンドハンディネス競技 4     

 ③ リレー競技 4     

少 ④ ダービー競技 4     

 ⑤ トップスコア競技 4     

年 ⑥ 二段階障害飛越競技 4     

 ⑦ 馬場馬術競技 2     

 ⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

 ⑨ 団体障害飛越競技 2     

 小  計 30 

 合  計 78 


